
　

　本号の特集テーマは，「診療報酬」である．平成 14 年度の診療報酬改定は，わが国の厳
しい経済社会情勢に伴う「聖域なき改革」の余波を受けて，史上初の本体マイナス改定と
なった．そして，平成 16 年度の診療報酬改定はそれが据え置かれる内容にとどまった．
しかし，国は「医療保険制度体系及び診療報酬体系に関する基本方針」を受けて，現在，
具体的な改革を検討中である．本号では，それらの動向を見据えてそれぞれの執筆者の観
点から，リハビリテーションおよび理学療法に関する診療報酬の課題・展望などについて
論述していただいた．
　手島氏には，「平成 16 年度診療報酬改定について」と題して，「医療保険制度体系及び
診療報酬体系に関する基本方針」に準じて今後の医療制度改革の方向性を示唆していただ
き，同時に平成 16 年度の診療報酬改定の概要を解説していただいた．
　石田氏には，「リハビリテーション関連の診療報酬の課題と展望」と題して，リハビリテー
ション医および日本リハビリテーション医学会の役員としての立場から，リハビリテー
ション全般の診療報酬の方向性について論述していただいた．そのなかで，患者の 1 日の
治療時間を増やすこと，障害の難易度に応じた報酬，救命救急時からの廃用症候群の予防，
さらに，高次脳機能障害や亜急性期のリハビリテーションへの対応の必要性とそれらの診
療報酬の在り方などにも言及していただいた．
　両角・日下氏には，「理学療法の診療報酬の課題―技術料からみた理学療法」と題して，日
本理学療法士協会の役員としての立場から，アメリカのメディケア・パート B に導入され
ている「医療資源準拠相対評価点数」のドクターフィーを参考にして，わが国の理学療法
士の技術料評価を算定し，比較検討していただいた．双方の国の医療情勢や制度などの背
景が異なることから，種々の調整が必要と思えるが，今後の検討材料になる．
　上田氏には，「診療報酬に期待するもの―理学療法士の立場から」と題して，種々の理
学療法現場を体験されている理学療法士としての立場から，診療報酬の支払い方式をはじ
め，急性期から維持期にわたる理学療法の診療報酬の在り方などについて論述していただ
いた．
　伊藤氏には，「回復期リハビリテーション病棟と診療報酬」と題して，2004 年 1 月に厚
生労働省が公表した「これからの高齢者リハビリテーションのあり方」を視野に入れなが
ら，回復期リハビリテーション病棟における理学療法業務の工夫や改革などについて論述
していただいた．
　わが国の経済社会情勢が厳しい状況にあるとはいえ，今後，わが国の診療報酬体系に関
連した改革が国民の福祉にいっそう資するために，より望ましい医療制度および社会保障
制度自体を担保する内容になることを期待したい．
　この編集後記を書いている最中，アテネ・オリンピックで活躍している日本人選手が目
立つことは喜ばしい．メダル獲得数の根拠は，日頃の選手の地道な努力にあるものと思う
が，診療報酬体系の策定においても，この原則が反映されることを願う． （奈良　勲）
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